
























【全体講評】

①信頼関係破壊の法理について

今回の問題は,賃貸物件の無断転貸の本案について 、請求の根拠 とな る訴訟物が正確に示

されてい るこ とを前提 に、 信頼関係破壊の法理の規範 を使って の正確な 当て はめがで きる

かを問う 問題でした。

一般に、 無断転貸の事案では、 無断転貸があれば、民法６ １２ 条２ 項で原則 として解除が

認め られ るも のの,信頼 関係破壊の法理で解除が認められる 場合を限定さ せる 、と 理解 され

てお りま す。 この よう に、 無断転貸にお ける信頼関係破壊の法理の考え方はやや特殊であ り、

賃料不払い事案や用法遵守義務違反の事案における信頼関係破談の法理と少 し考え方が異

なり ます。

そのため、無断転貸におけ る信頼関係破壊の法理の論証は、民法６ １２ 条２ 項の趣旨を示

した上で、上記原則、 例外をしっか り示 してほしいと 二ろでした(残念なが ら、 私か見た起

案の限り では、ニの点について指摘できていた方はＯ でした.)。賃貸借契約における信頼関

係破壊の法理 は、 司法試験でも頻出の論点ですの で、 二の論点の理解は しっ かり と復習して

おいてく ださ い。

②条文の引用

みな さんの答案の 中では、 「無断転貸の禁止」「 ６↓ ２条 ↓項に反 し」 とい う記述が 目立ち

まし た。 民法 ６ｔ ２条 圭項の標FIでは 、「転貸の制 限」 とあ り、 本文 も、 「賃借人 は、 賃貸人

の承諾を得なければ、 …転貸するこ とができ ない.Jと規定されています。 そのため、６１

２条が定めている のは、“転貸をしたければ、ちゃん と賃貸人の承諾を得て ください”とい

うも ので、制限を超えて転貸の禁止まで求めているのかと 言われる と少 し違和感があ りま

す.限ら れた時間の中 で条文引 用を端折 りた くな る気持ち はよ くね りま すが 、で きる 限り条

文に寄り 添う 形での記載を 目指 して くだ さい （ま た、 日頃から 条文に則する よう に勉強する

と、 理解も深まり ます.）。


